
 

 

［成果情報名］ソバ栽培導入時における空間階層性に着目した栽培適地の判別手法 

［要約］GISを活用しながら空間的階層性に着目し主に湿害の発生に関わる要因を整理する。空間階層

性に着目した要因解析により、対象地区ではソバ栽培導入時において地形条件からソバの栽培適地と

不適地を判別することができる。 
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［背景・ねらい］ 

沖縄県大宜味村ではソバ栽培導入が推進されてきた。この結果，地元住民だけでなく観光客にも

好評を得ている。しかし、ソバ栽培が試行的に導入された圃場では湿害のため、4～5年後にソバ栽

培が中止された圃場と継続された圃場に二分された。効率的なソバ栽培面積の拡大のために、ソバ栽

培に適した圃場の選定手法が求められている。そこで、大宜味村のソバ圃場を対象にソバの栽培の継

続と中止を分けた要因を解析し、この解析法を基にソバ栽培導入時における適地判別手法を開発す

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．ソバ栽培導入時におけるの適地判別手法は、図1のように整理できる。この手法の特徴は空間的

階層性（大きな空間から小さな空間まで3段階）に分けて要因を整理することにある。まず、広

域では対象地区を鳥瞰し、地形等を評価する。次に圃場ブロック（地形条件、灌漑条件等が同一

な圃場群、農区程度）では、土地改良事業の有無と種類を評価する。さらに圃場では土壌の物理

性、化学性を評価する。 

２．まず、地形による乾燥、湿潤状態を推定するために標高データ（10mメッシュ、基盤地図情報）

より、集水地形判別数（CGN）を算出する（図2）。CGNが高いと雨水が流れ込む領域が広くなり

湿潤な地形条件となり、CGNが低いと乾燥した地形条件となる。このCGNと河川との距離の二つの

指標を用いることにより地形を四つのグループに分類する。Ⅰ型：河川近隣低平池（湿潤）はCGN

が 7.7～15.5と高く河川との距離が50m以内のグループ、Ⅱ型：谷地（湿潤）はCGNが 9.1と高

く河川との距離が50m以上のグループ、Ⅳ型：尾根・台地（乾燥）はCGNが 0.1と極端に小さな

グループ、Ⅲ型：中間的地形はCGNがⅠ・Ⅱ型とⅣ型の中位に属し、乾湿に対して中間的な特性

を示す地形グループである。 

３．大宜味村における対象圃場は15圃場であり、圃場ブロックは6ブロックである（図3）。ソバ

栽培が継続された圃場、中止された圃場は、圃場ブロック内の全ての圃場が同じ推移を示す（表

1）。湿潤な地形条件のⅠ型、Ⅱ型の地形グループでは、ソバ栽培が中止された。また、集水地形

判別数が低く乾燥した地形条件の地形グループ、中間的な地形グループではソバ栽培が継続され

ている。このように地形条件から適地判別が可能なことが分かる。 

４．圃場の物理性、化学性に関してはソバ栽培に対する大きな影響は認められない。ソバのように湿

害に弱い作物の導入を検討する場合は、まず、地形条件に着目して適地、不適地を判別すること

が重要である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本地区では湿害を軽減する排水改良事業が行われていないため、その効果については評価してい

ない。他地区で本手法を適用する場合、排水改良事業の効果を評価することが重要である。 

２．圃場の物理性、化学性が極端な場合は、これらが制限要因となることも考えられる。 

３．CGNによる地形分類の閾値は他地区では異なることが考えられ、別途検討が必要である。 



 

 

［具体的データ］ 

 
             図 1 空間階層性に着目した適地判別手順 
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■評価項目

■評価単位

●広域（地域、水利システム） ＞ ●圃場ブロック ＞ ●圃場

・地形（谷地、河川近隣低平池、尾根等）

・土壌のタイプ（赤黄色土、灰色低地土等）

・土地改良事業の有無と種類

※圃場ブロックとは地形条件、灌漑

排水条件等が同一な圃場群、複数の

農区程度

・土壌の物理性（粒径、透水性、三相分布）

・土壌の化学性（全炭素、全窒素）

で塗ったメッシュは
●に流れ込むメッシュ

図 2 集水地形判別数の（CGN）の算出方法 
※標高データ 10m メッシュを用いる。9 マスの中央

のセルから 8 方向のうち最も標高差があるセルを探

索し、その方向に流れると仮定する。流れ込むメッ

シュ数を地域全体で加算して算出する。 

表 1 ソバ栽培の継続・中止と地形分類の結果 

図 3 沖縄県大宜味村のソバ圃場 
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ブロック グループ メッシュ数平均 距離(m) 判別数（CGN)

B1（ソバ→サトウキビ） st1,st2 Ⅰ型：河川近隣低平池 361.1 0 7.7
B2（ソバ→サトウキビ） st3 Ⅰ型：河川近隣低平池 990.3 35.7 15.5
B3（ソバ→ソバ） st4,st5 Ⅳ型：尾根・台地 0.4 447.9 0.1
B4（ソバ→ソバ） st6,st7,st8 Ⅲ型：中間的地形 3.7 449.7 1.4
B5（ソバ→ソバ） st9,st10,st11 Ⅲ型：中間的地形 3.8 191.4 2

st12,st13,
st14,st15

9.1

圃場ID

B6（ソバ→サトウキビ） Ⅱ型：谷地 18.4 608.2


